
�募�件

�募��  

  模擬�者�成����4回
      2022年  1⽉25⽇・1⽉26⽇
         2⽉ 2⽇ ・2⽉ 9⽇
             （いずれも10時〜12時）

 

  模擬�者による��授業�1回
    2022年2⽉15⽇ 9時〜16時

場�

模擬患者養成プログラム
開発への協力のお願い
 �者�になって看��⽣の��に貢�していただけませんか�

�員

募�期� 

 �⽣の���⼒の向上には、リアルな�者�（模擬�者）の�在が必�です。

 �たちは、看�師の��向けに模擬�者に必�なスキルを�得できるための

「模擬�者�成プログラム」を開発しています。

 開発中の�プログラムを受け、プログラムの発�と未来の看�師�成にご協⼒

いただける�をお待ちしています。

プログラム責任者・お問い�わせ
 �梨�立⼤�看�����賀了・早���・���� 

    ��先�ypu-sp@yamanashi-ken.ac.jp
    電����055-253-7780（�梨�立⼤�代�）

１．看�師��をお持ちで、現在正�員とし

       て�業されていない�
２．プログラムに�⽇���できる�

３．プログラム中の�査にご協⼒いただける�

  右の QR コードを�み�
み、必�事項を�⼒してく

ださい。
＊申し�み�、��についてこちらから

メールにてご��させていただきます。

10�（先�順）

2021 年  12⽉24⽇まで

�梨�立⼤�池⽥キャンパス 5��

⽇�



プログラムの�旨

�成プログラム開発に向けた�査のご協⼒のお願い

研����在看�師を��にした模擬�者�成プログラムの形成的�価

 ＊�研�は、�梨�立⼤�看����び看��研�科研�倫理�査�員�の��を得て��しております。

 ＊�プログラムに�する研�は、�梨�立⼤�看���共同研��により��しております。

 ＊研�に�する情�はすべて匿�性を保ち、研���の⽬的で使⽤することはありません。

 ＊研�に不��の場�や�中で研�を中⽌する場�は、研�に情�を使⽤することはありません。

プログラムの��
�プログラムは、�に⽇�で⾏われている模擬�者�成プログラムを基に作成し、さらに��⼯

�の知⾒を�り�れた内�になっています。

回数 ⽇時 プログラム内容

第�1�回�   1⽉�25�⽇(⽕)�10時〜12時 � オリエンテーション・模擬患者の役割と意義

第�2�回�   1⽉�26�⽇(⽔)�10時〜12時  �リアリティーの⾼い演技とフィードバック

第�3�回�   2⽉ 2⽇(⽔)�10時〜12時 � 演習① 演技練習、フィードバック練習

第�4�回�   2�⽉����9⽇(⽔)�10時〜12時 �����演習② 演技練習、フィードバック練習

課外演習�� 2�⽉�15�⽇(⽕)�9時〜16時

  (12時〜13時休�）

看��⽣ 2 年⽣（�⼤ 40 �）に�者�を
シナリオ�りに�じ、その��り�りを⾏う

����に��します。

 �プログラムは、�在看�師の�を��にしたよりよい模擬�者�成プログラム

の開発を⽬指しています。そのためプログラム期間中には、アンケートや受�の�

�等、�査を��する予�でおります（下��照）。

 �プログラムの��者は、研�にご協⼒いただける�を前提としております。�

査の��は�1回⽬のオリエンテーションで��させていただき、同�を得たうえ
で�査を�めていきます。

 尚、�プログラムを�了し研�にご協⼒いただける�には、��をご⽤�してお

ります（2万円�����む）。
 ぜひ、プログラム開発への�査にご協⼒いただきますようお願い申し上げます。

 模擬�者とは、��など��の場⾯を模した��に

おいて、��の�者ではなく��な�が�者�を�じ

る�を�います。看��⽣が�業�、早期に現場で�

の良い看�を��するためには、��の場⾯を再現し

��を⾏うシミュレーション��が�められていま

す。その中で、重�な��を担うのが模擬�者です。

 模擬�者になるためには、よりリアルな状況を再現

する�技や、�⽣と�り�り⾏う��など、�々なス

キルを�得する必�があります。

 �プログラムでは、�者�（模擬�者）になるため

の必�なスキルを�得する内�になっております。


